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Cohen and Hochberg(2014)によれば、世界には2000 件以上のアクセラレーターが存在し










































れるY Combinator の創業者Paul Graham は「A startup is a company designed to grow fast. 
Being newly founded does not in itself make a company a startup. Nor is it necessary for a 
startup to work on technology, or take venture funding, or have some sort of "exit." The 
only essential thing is growth. （スタートアップは急成長するようにデザインされた企業
だ。高いテクノロジーを持ち、VCから投資を受けていても、イグジット戦略を持っていて
も、急成長していなければスタートアップとは呼べない。）」と述べている。 
また、Eric Lies は、著書「リーン・スタートアップ」において「A startup is a human 




















順位 企業名 時価総額（10億ドル） 
1位 Apple 1187.463 
2 位 Microsoft 1154.849 
3 位 Alphabet 899.713 
4 位 Amazon.com 892.832 
5 位 Facebook 575.026 
6 位 Berkshire Hathaway 538.676 
7 位 Alibaba Group Holdings 517.412 
8 位 JPMorgan Chase 413.263 
9 位 Tencent Holdings 401.594 



































































































































































































アクセラレーターは、複数の定義がなされており(Caley & Kula, 2013; Fishback et al., 
2007; Hathaway, 2016; Miller and Bound, 2011; Radojevich-Kelly and Hoffman, 2012)、
アクセラレーターに関する研究を複数発表しているCohen, Hochberg(2014)は「A 
fixed-term, cohort-based program, including mentorship and educational components, that 





ジェル投資家の違いについても多くの研究が行われている(Isabelle, 2013; Pauwels et 




  インキュベーター エンジェル投資家 アクセラレーター 
対象期間 1〜5年間 期限なし 3〜6ヶ月間 
コホート なし なし あり 






ステージ アーリー〜レイト アーリー アーリー 
教育 アドホック、人材、法務 なし セミナー 
メンターシップ 小限 随時 強 
ロケーション オンサイト オフサイト オンサイト 














































































「business entities that make seed-stage investments in promising companies in exchange 
for equity as part of a fixed-term, cohort-based program, including mentorship and 









世界初のアクセラレーターとなるY Combinator は、2005 年に Paul Graham によって設立
された。Paul Graham は、1995 年に Robert Morris とブラウザ上でオンラインストアを開
設できるWebアプリケーション「Viaweb」を開発、1998 年に Yahoo!へ売却、その後ハーバ





2019 年 12月現在では、Y Combinator の卒業企業は2,100 社を越え、オンラインストレ
ージを提供するDropbox、民泊プラットフォームを提供するAirbnb をはじめ、多くのユニ
コーン企業（時価総額1000 億円以上の企業）を輩出している。このため、Y Combinator の
卒業企業は、「YC出身」というブランドが生まれ、資金調達や営業・提携が優位に進みや
すいという状況が生まれている。 
Y Combinator が創設された後、2007 年には David Cohen と Brad Feld によってTechstars
を設立された。オフィスを提供しないY Combinator に対して、Techstars はオフィスの提
供を行い、オープンイノベーションを目的とする大企業と提携して世界中にプログラムを
展開していった。現在は世界各国で50個以上のプログラムを提供している。 
その後、2010 年には Dave McClure と Christine Tsai によって500 Startups、Google 出
身の Thomas Korte によってAngelPad が設立された。その後も多くのアクセラレーターが
設立され、Crunchbase によれば現在ではアメリカ国内には916件のアクセラレーターが存




調達における時価総額、5MUSD 以上の IPO/M&A 件数、卒業1年以内の200KUSD 以上の資金調
達社数、卒業後の事業継続割合、NPS調査による起業家の満足度の総合評価により、ランキ






（出所）Seed Accelerator Ranking Project 
 
1．AngelPad 








Viaweb の創業者であるPaul Graham によって2005 年 3月に設立されたアクセラレータ










































USDとなっており、上位7社のうちユニバーシティアクセラレーターのStartX と Chicago 
New Venture Challenge を除く上位5社で累計イグジット件数の47.4％、累計イグジット














































































































































16週間超のプログラム  ○ 
メンターに関
する特徴 
運営者＝投資家  ○ 
メンター＝運営者  ○ 
コホートに関
する特徴 
進捗状況の共有機会の提供 ○  

























































































































法（Johnson & Johnson, 1993）」 であり、ほとんどの大学の教員養成課程に協同学習に
よる指導法の講義が設けられており、大学の講義や小学校の授業にも導入されている。 

















（出所）Johnson, Johnson & Holubec (1993)より筆者作成 
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この協同的相互依存を学校教育に導入したのが協同学習であり、Johnson & Johnson は協
同学習の効果を向上するために5つの基本的構成要素を定義している。協同的相互依存
（Positive interdependence）、対面による相互支援（Face-to-face promotive interaction）、
個人の責任（Individual accountability/Personal responsibility）、社会的スキル
（Interpersonal and small-group skills）、集団の改善手続 き（Group processing）で
ある。各要素の内容は以下である。 
 
























3．対面による相互支援 Face-to-face promotive interaction 
集団の構成員同士が対面で相互に支援し合い、励まし合い、助け合える場を設定するこ
とを指す。コミュニケーションにおいての意図の 大93％は表情と声の調子によって伝え







































































日本のアクセラレーターは、2010 年にデジタルガレージ社によるOpen Network Lab の設
立以降、2011 年には MOVIDA JAPAN による「Seed Acceleration Program」や KDDI による
「KDDI ∞ Labo」、2013 年には NTTドコモベンチャーズによる「Village シード・アクセ











は「Open Network Lab」「Tokyo XR Startups」「50M」の 3件しか存在しない。筆者の運













 Open Network Lab Tokyo XR Startups 50M 
運営主体 デジタルガレージ（株） Tokyo XR Startups（株） ニッセイ・キャピタル（株） 
設立年 2010年 2015年 2018年 
投資社数 110社 25社 24社 
追加調達率 57.9% 100.0% 78.5% 
投資金額 〜1000万円 500万〜1500万円 500万〜5000万円 




第１節  Open Network Lab 
本節ではOpen Network Lab プログラムディレクター佐藤直紀氏へのインタビューにより
初期仮説の検証を行う。 
図表32：Open Network Lab 基本情報 






投資金額 大 1000万円 
投資社数 104社 
イグジット社数  13社 
イグジット率 13.7% 
追加資金調達率 53.3% 











Open Network Lab は、デジタルガレージ株式会社が運営する日本初のアクセラレーター




























































Open Network Lab は、5つの初期仮説に対して3つを満たしている。 
 
図表34：初期仮説に対するインタビュー結果 









































































第２節 Tokyo XR Startups 
本節ではTokyo XR Startups を運営するブレイクポイント株式会社代表取締役若山泰親
氏へのインタビューにより初期仮説の検証を行う。 
 
図表35：Tokyo XR Startups 基本情報 
  Tokyo XR Startups 
URL http://Tokyo XR Startups.com/ 

























Tokyo XR Startups は、VR/AR/MR 等の XRおよびブロックチェーン領域のスタートアップ
を対象としたインキュベーションプログラムである。書類審査および面接を通過したチー
ムは、プレプログラムへの参加資格が与えられ、2ヶ月間チームビルディングや開発計画作

























































Tokyo XR Startups は、5つの初期仮説に対して4つを満たしている。 
 
図表37：初期仮説に対するインタビュー結果 




次回資金調達の達成を全体目標としているが、Open Network Lab 同様に
全体目標を達成できなければ、個人目標が達成できない状態とはなって
いない。 









































点目はOpen Network Lab 同様にシェアオフィスの提供により長時間にわたり空間を共有す


































コホート社数/期  10〜14社 
投資金額 500万〜5000万円 
投資社数 24社 
イグジット社数   
イグジット率   
追加資金調達率 78.5% 














































































Tokyo XR Startups 同様に全体目標を達成できなければ、個人目標が達成
できない状態とはなっていない。 



































































 Onlab TXS 50M 
仮説 1 協同的相互依存 △ △ △ 
仮説2 個人の責任 ○ ○ ○ 
仮説3 対面による相互支援 ○ ○ ○ 
仮説4 社会的スキル × △ × 








































































第６章 事例研究（シード VC） 
第１節 インキュベイトファンド 
本章では、修正仮説の検証をため国内を代表するシードVCであるインキュベイトファン
ドGeneral Partner 村田祐介氏、East Ventures パートナー金子剛士氏に対してインタビュ
ーを実施、投資先コミュニティにおけるコミュニケーションのハブとしての活動の有無、
どのような活動が起業家同士の交流を促進しているかを確認する。本節では、インキュベ
イトファンド General Partner村田 祐介氏へのインタビューにより修正仮説の検証を行う。 
 
図表43：インキュベイトファンド基本情報 
  インキュベイトファンド 
URL https://incubatefund.com/ 
設立年 2010年 












































































図表44：East Ventures 基本情報 
  East Ventures 
URL https://east.vc/ 
設立年 2010年 













































































































































































ムをCode Republic へ適用するための実行計画をまとめる。 
Code Republic は YJキャピタルとEast Ventures が共同運営するシードアクセラレータ
ーであり、メンタリング・ゲストディナー・デモデイを開催する3ヶ月間の常時募集型プ
ログラムとなっている。 




図表47：Code Republic 基本情報 
  Code Republic 
URL https://www.coderepublic.jp/ 



















図表48：Code Republic の前後比較 
スタートアップ成長を加速させる要因 これまで これから 
プログラム 




















16週間以上のプログラム 3ヶ月間 4ヶ月間 
メンタリング 
運営主体＝投資家 ○ ○ 
メンター＝運営者 ○ ○ 
コホート 
12社未満のコホート 3〜4社 4〜6社 
自分毎化 △ ○ 







個人の責任（個人の進捗状況の共有機会） ○ ○ 
対面による相互支援 △ ○ 
行動規範 × ○ 
貢献に対する賞賛 × ○ 













次回資金調達の定性・定量の目標設計 △ ○ 
プログラム終了後のアフターサポート △ ○ 
モニタリングのFMT化 × ○ 
バック 
オフィス 
各種ツールの特典提供 ○ ○ 
法務・財務のレクチャー＆FMT提供 × ○ 
















































































































Ventures パートナー衛藤バタラ様をはじめ、YJキャピタルの皆様、East Ventures の皆様
にも御礼を申し上げます。また、お忙しい中で本研究のインタビューにご協力頂いたイン
キュベイトファンドGeneral Partner 村田祐介様、East Ventures パートナー金子剛士様、
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